
大野小学校 家庭学習の手引き 

 

１ 家庭学習の４つの目的                 

（１）「学習習慣」の定着 

毎日決まった時間に机に向かうことで、生活のリズムを整え、学習を日常の一部にします。 

（２）「基礎学力」の定着（復習・予習） 

授業で学んだ内容を家庭で振り返ることで、知識をしっかりと記憶に刻みます。 

（３）「やり抜く力」を育てる 

自分で目標を立てて課題を終わらせる経験は、忍耐力や達成感に繋がります。 

（４）「自分に合った学び」の発見 

自分の得意・不得意を知り、「どうすれば理解できるか」を工夫する主体性を養います。 

２ 家庭学習の３つのポイント                       

（１）習慣化させましょう。 

（２）身の回りを片付けさせましょう。 

（３）見守りましょう。 

３ 学年に応じた家庭学習                  

学習時間の目安 学年×１０分＋１０分 

低学年（１・２年） 中学年（３・４年） 高学年（５・６年） 

□学校の宿題に取り組む 

 

□読書をする。 

 

□毎日、学習に取り組む。 

□学校の宿題に取り組む。 

 

□読書をする。 

 

□自主的な学習に取り組む。 

□学校の宿題に取り組む。 

 

□読書をする。 

 

□自分に必要な学習を理解し、 

自主的な学習に取り組む。 

 

  



４ 家庭学習の内容（例）                    

国語 算数 社会・理科・総合 
□音読  □視写  □意味調べ 

□俳句  □読書  □日記 

□文字、漢字練習     など 

□計算練習 

□図形（直線、三角、コンパス） 

など 

□学習したことをまとめたり、 

関係のあることを調べたりする 

など 

 

５ 身に付けさせたい力                 
  

１年生  ２年生 
□教科書を言葉のまとまりで音読できる。 

□鉛筆を正しく持って正しい姿勢で字が書ける。 

□ひらがな、カタカナが読めて書ける。 

□助詞「てにをは」を、使い分けて文を書ける。 

□１年生で習う漢字（８０字）のすべてが読め、 

８割以上書ける。 

□100 までの数について正確に数えたり、表した

りできる。 

□１けたのたし算やひき算が正確にできる。 

 

□教科書をすらすら音読することができる。 

□２年生で習う漢字（160 字）のすべてが読め、 

8 割以上書ける。 

□順序よく話すことができる。 

□たし算、ひき算、かけ算がはやく正確にできる。 

□ものの長さを測ったり、決められた長さの直線を 

定規で正確に引いたりすることができる。 

□時計（アナログ）を見て、時刻を読み取ること 

ができる。 

   
３年生  ４年生 

□３年生で習う漢字（200 字）のすべてが読め、 

8 割以上書ける。 

□短い詩などをいくつか暗唱できる。 

□簡単なことわざを知っている。   

□主語、述語の意味が分かる。 

□国語辞典を使うことができる。 

□かけ算の筆算や簡単なわり算を正しい手順で 

計算できる。 

□はかりを使って重さを読める。 

 

□４年生で習う漢字（202 字）のすべてが読め、 

8 割以上書ける。 

□国語辞典や漢和辞典を手元に置いて使い方に 

慣れる。 

□文と文のつながりを考えながら、指示語、接続 

語を使う。 

□わり算の筆算ができる。 

□コンパスを正しく使うことができる。 

□ローマ字を適切に読み書きできる。 

   
５年生  ６年生 

□５年生で習う漢字（193 字）のすべてが読め、 

8 割以上書ける。 

□有名な詩などをいくつか暗唱できる。 

□一般的なことわざを知っている。 

□コラムなどを要約することができる。 

□小数のかけ算・わり算が正確にできる。 

□分数のたし算・ひき算が正確にできる。 

□単位量あたりの考え方が分かる。 

□人や動植物の誕生や成長、物の動きの規則を 

知る。 

□北方領土を含む日本や世界の主要国の位置を 

正しく示すことができる。 

□パソコンでローマ字入力ができる。 

 

□小学校で習った漢字のすべてが読め、 

8 割以上書ける。 

□小学校で習った漢字を用いた熟語が書ける。 

□短歌や俳句のいくつかを暗唱できる。 

□例示や引用などを使って主張することができる。 

□分数の四則計算ができる。 

□歴史上の事件や人物について、大体説明できる。 

□重要な年号をある程度覚えている。 

□日本国憲法の前文や三権分立など、社会用語を 

大体説明できる。 

□自然科学の規則性を大体説明できる。 

□理科の実験道具を正しく扱える。 

□パソコンで速くローマ字入力ができる。 
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□プリントやドリル学
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をしましょう。 
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などをしてみましょう。 
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書
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書
しょ

の復
ふく

習
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□学
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習
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したことを、もう一
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ど
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